























































































































































































学習過程 次 時 学習活動
読み広げる
読み調べる
１ １
指導者の作成した「本の帯」を示し，単元の学習を通して行う言語
活動について見通しをもつ。
２ 複数の伝記を読みながら「本の帯」で推薦したい伝記を見つける。
読み調べる
読み広げる
読み深める
２ ３
浜口儀兵衛のしたことを読み取った後，選んだ伝記の人物のしたこ
とを読み取る。
４
浜口儀兵衛の考えや思いを読み取った後，選んだ伝記の人物の考え
や思いを読み取る。
５
浜口儀兵衛の「その人らしい言葉」を考えた後，選んだ伝記の人物
の「その人らしい言葉」を考える。
６ 浜口儀兵衛の人物像を考えた後，選んだ人物の人物像を考える。
７
今までに学習したことから「百年後のふるさとを守る」のキャッチ
コピーを考えた後，選んだ伝記のキャッチコピーを考える。
読み深める
読み広げる
３ ８ 選んだ伝記の「本の帯」を作成する。
９「本の帯」を巻いた作品を友達に推薦し，互いに評価し合う。
〈単元の特徴〉
　本単元では，「お気に入りの伝記を「本の帯」にして推薦する」ことを設定した。
この言語活動は，「C読むこと」の言語活動例「エ　本を読んで推薦の文章を書く
こと」を具体化にしたものである。第５学年及び第６学年「C読むこと」の指導項
目「カ　目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読むこと」に重点にお
いて指導した。
　「本の帯」とは，本を販売する際にその本の魅力や読みどころを記載して巻きつ
けた宣伝媒体である。ここで取り上げる「本の帯」は，読んだ作品を多くの人に推
薦する目的で作成するものであり，「本の帯」には，自分で選んだ本を推薦する「そ
の人らしい言葉」「人物像」「キャッチコピー」などを記入した。限られたスペース
の中で記述するために，凝縮された考えを示すこととなる。そうすることにより，
優れた作品について自分の考えを端的にまとめる言葉の力がつく。
　また推薦するためには，その作品についてよく認識することが必要である。そし
て，実際に完成させた「本の帯」を巻いた本を展示して，他者評価を得られる場を
設定し，読み手を意識して書き方を工夫できるようにした。
　教科書教材「百年後のふるさとを守る」は，「稲むらの火」に登場する浜口儀兵
衛の生き方を描いた伝記であり，物語のように書かれた部分と，事実の説明や筆者
の考えが書かれた部分とで構成されている。儀兵衛のふるさとを守りたいという強
い思いについては，その言動や考え方から読み取ることができる。そして，読み取っ
たことをもとにして，儀兵衛の行動や考え方，生き方について自分と比べながら考
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えることができる。また，友だちの考えを聞いて交流することにより，自分の生き
方についての考えを広げたり深めたりすることができるだろう。さらに，この学習
を通して他の人物の伝記も読み，いろいろな生き方を学び，幅広い読書活動へとつ
なぎ「主体的な学び・対話的な学び・深い学びを行う読み手」を育てるのである。
５．アクティブ・ラーニングの視点をふまえた読書指導の考察
　学習の流れにそって，考察する。
第１次　「読み広げる」「読み調べる」
　その人物を知りたいと思うことは，主体的に伝記を読んでいくことにつながる。
導入では，「百年後のふるさとを守る」の浜口儀兵衛に興味をもたせるために「稲
むらの火」の読み聞かせを行った。浜口儀兵衛の機転のよさが伝わり，津波後の事
業を知りたいという関心が高まったようである。
　そして，興味を持って伝記を「読み広げる」ことができるよう，学校図書館や公
立図書館から借り出した「伝記」等について，ブックトークにより紹介し，学級に
置いておき「本
の帯」を書いて
みたい本を選択
することができ
るようにした。
また，学習者が
「本の帯」のイ
メージをもてる
ように，指導者
の選んだ「伝記」
について「本の
帯」を使って紹
介した。「本の
帯」に対する学
習者の興味・関
心を高め，積極
的に「読み調べ
る」ことにつな
がった。
　
第２次「読み調
べる」「読み広
げる」「読み深
める」
　伝記は，学習
【資料1】読み取りワークシート（左部分）
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者にとって初めて学習するジャンルである。そこで，描かれた人物の行動や言葉，
業績に視点を絞って読ませることにより，描かれた人物の生き方や考え方を読み取
ることができるようにした。特に，人物の生き方がわかる言葉や場面の様子や行動
を端的に表す言葉に着目させた。
　まず，教科書教材「百年後のふるさとを守る」を読み，「人物の業績」「人物の考
えや思い」「お気に入りの一文」を読み取った。次に「人物像」「関心を持ってもら
えるようなキャッチコピー」を考えた。
　ワークシート【資料１】を活用し，１時間の前半は全員が「百年後のふるさとを
守る」について学習し，後半は，学習者が選んだ「伝記」について読みを深めた。
そうすることによって，学習したことをすぐに自分の読みに生かすことができた。
　一人では読み取りが難しい学習者もいるので，グループ（４人）で読み取ったこ
とを交流する場
を設定した。「人
物がしたこと」
「なぜ，そのよ
うなことをした
のか」「その人
らしい言葉」「人
物像」の観点に
対して，個人で
考えた意見を付
箋に書き，分類
しながら交流
し，自分の考え
を広げたり深め
たりする機会を
多く設定した。
「読み深める」
学習過程であ
る。学習者同士
の考えの共通点
や相違点を検討
する時間を十分
に確保し，人物
の生き方や考え
方をとらえる際
の根拠となる文
章の違いや，同
じ文章を根拠に
【資料1】読み取りワークシート（右部分）
83
している場合でも生き方や考え方のとらえが違うことに目を向けて話合いを進める
ことができるようにした。語彙が少ない学習者や表現力が乏しい学習者は，他の学
習者の意見を聞くことによって手がかりを増やすことができた。また，意見の交流
を行うことによって，自分の意見に自信をもったり，自分の考えを深化させたりす
ることにもつながった。主体的な学び・対話的な学び・深い学びを行うことができ
たといえよう。その後の読書生活にも活用できるであろう。
第３次「読み広げる・読み深める」
　学習者自身が選んだ「伝記」の「本の帯」【資料２】を作成した。「本の帯」に書
きたい言葉に赤線をつけた後，キャッチコピーを考え，そのキャッチコピーについ
て他者評価を行った。他者評価は，学習者同士が互いの考えを伝え合い，自己の考
えを広げ深める「対話的な学び」である。
　例えば，【資料１】のワークシートを書いた学習者は，自分のまとめを振り返り「堤
防をつくったこ
と」「積みわらに
火をつけたこと」
「村人の希望を取
り戻すため」「百
年後のふるさとを
守るため」「なんとしても堤防を完成させる」「だれよりも情熱的な人」に赤線をつ
けた。そして『百年後のふるさとを守る』の作品について「あなたはつらい時でも，
人のことを考えることができますか？」というキャッチコピーを考えた。それに対
して，「『つらい時でも』という言葉を使ったのがすごいと思いました。感情が伝わっ
てくる。」「自分ならどうするだろうと思ってひきつけられると思う。」という他者
評価が届けられた。これをふまえて学習者は，「自分ならと考えてもらえたので，
問いかけにしてよかったと思う。」と自分の言葉の使い方について振り返っている。
　同じ学習者が選んだ『ヘレンケラー』の作品については，「目のふじゆうなひと
たちのためにかつやくした。」「戦争のためのあれすさんだ人のこころに，なぐさめ
の神のこころをつたえるため」「目のふじゆうなひとのしあわせについて，どうど
うとはなすことができます」「マサチューセッツ州の目のふじゆうな人々を救った
人」に赤線をつけた。そして「目も耳も口も不自由な人々のために光をなげかけた
思いやりのある女の物語！」というキャッチコピーを考えた。それに対しては「『光
をなげかけた』という言葉がいいと思う。」「『人々のために光をなげかけた』とい
う言葉にひきつけられる。」『思いやりのある女』というところが想像できるのでい
いなと思った。」という他者評価が届けられた。これをふまえて学習者は，「『伝記』
の内容が伝わる言葉を考えてよかった。」と振り返った。内容をしっかり読み取り
考えた言葉が，相手をひきつけることを実感することができたようである。このよ
うな他者評価をふまえた自己評価を繰り返すことにより，自己の学習活動を振り
返って次につなげる「主体的な学び」が実現するのである。
【資料２】資料１のワークシートを書いた学習者が作成した「本の帯」
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　学習者は，自分の思考の過程を振り返り，自分が理解したり表現したりした言葉
を精選して，【資料２】にあるように「目も耳も口も不自由な人々のために光をな
げかけた思いやりのある女の物語！」「目の不自由な人の幸せについて，どうどう
と話す事ができます！」「自分を信じて一生懸命がんばった人！！！」という言葉
を選んだ。「自分を信じて一生懸命がんばった人！！！」には，赤線はついていなかっ
たが，作品を読み深めて考え直したことがわかる。言葉を精選していく過程におい
て，自分の思いや考えを広げ深める「深い学び」が可能となる。
　できあがった「本の帯」は，
その本に巻き，互いに評価し
合った。「読み広げ」ながら「読
み深める」のである。その後，
たくさんの児童が目に触れやす
い職員室前廊下に展示し，異学
年による他者評価を目的に，全
校児童と教師の投票による「本
の帯」コンクールを実施した。
投票用紙【資料３】には，どの
本が読みたくなったかを選び，
その理由も書くことにした。特
に「どの言葉に心がひかれたのか」を書くことにより，本を推薦する言葉について
振り返ることができる。１・２年生用の投票用紙は平仮名にし，担任が説明した後，
投票用紙を書いた。こうしたことも，形を変えた「読み広げ」ということができよ
う。他学年の児童や教師から評価が届けられ，他の児童の選書に役立つことを深く
感じさせることができ，学習意欲の向上につながった。
　また，他学年の児童は，「本の帯」を読むことを通して，「伝記」に興味を持ち，
読書の幅を広げることにつながった。そして，自分たちも，おすすめの本の紹介を
「本の帯」に書いてみたいという興味関心を高めることができたに違いない。
　さらに，他者評価の一環として，大阪読書推進会と朝日新聞大阪本社の共催で実
施されている「本の帯創作コンクール」に出品した。
　最後に，学習活動に対する振り返り（自己評価）を行った。「本の帯」作りの観
点を５段階評価し，「どのような力が身についたのか」を振り返った。【資料４】
　「今回の学習を通して，どのような力が身につきましたか」という質問に対して，
「人物のことを読み取る力」「読解力」「説明力」「人物の思いや考えを読み解く力」「短
くまとめる力」「キャッチコピーを考える力」が身についたと答えた学習者が多かっ
た。「本の帯」を作成する学習を通して，「読み調べる」「読み広げる」「読み深める」
を繰り返して行うことにより，学習が定着したことがわかる。
　「はがき新聞でもくわしく書かないといけないけど，人物の事を読む力，考える力，
見る力，読み取る力が，人物の事を考えるとき必要なので，身についたと思う。」
からは，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現したこ
【資料３】「本の帯」コンクール投票用紙
85
とがうかがえる。
　「あまり伝記の本を読
んでいなかったので，伝
記を読んで人のしたこと
を知るのがおもしろかっ
た。伝記ってこんなにお
もしろいことを知りまし
た。」「伝記への興味がわ
いた。」「今までは伝記を
読まなかったけど，読ん
でいくうちに楽しくなっ
た。」からは，先哲の考
え方を手掛かりに考える
こと等を通じ，自己の考
えを広げ深める「対話的
な学び」が実現できたこ
とがわかる。
　「伝記を最後まで読ん
で，初めに読んで思った
ことと，最後に思ったこ
とがちがうからいろいろ
な想像や思いができる。
そういう力が身につい
た」から，思いを基に構
想，想像したりすること
に向かう「深い学び」が
実現できたといえよう。
６．アクティブ・ラーニングの視点をふまえた読書指導の有効性
　アクティブ・ラーニングの視点をふまえた読書指導の有効性は，次のようにまと
めることができる。
　
（1）要件Ⅰ：複数の図書を活用する。
　先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話
的な学び」の視点をふまえ，生き方やその人の言葉から学ぶものが多い人物の「伝
記」を活用した。初めて「伝記」を読む学習者もいるので，生き方やその人の言葉
から学ぶものが多い人物を選び，漫画の「伝記」作品や一冊の中に複数の人物が紹
介されているオムニバス形式の「伝記」や現役スポーツ選手の自伝についても複数
用意したことにより，選択の幅が広がり，それぞれの興味関心を引き出すことがで
【資料４】学習の振り返りシート
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きた。様々な人物の生き方や考え方と，これまでの自分の経験や考え方とをかかわ
らせて見つめ直し，今後の自分自身の生き方を考える契機となったようである。
（2）要件Ⅱ：学習過程において他者評価・自己評価を行う。
　自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」の視点をふまえ，学
習過程に他者評価・自己評価を位置づけた。特に，評価の観点に基づいた学習者同
士の伝え合いを通した評価活動という「対話的な学び」を繰り返すことにより，学
習過程に他者評価・自己評価を位置づけることになり，学習者が学習課題を発見し
主体的に学ぶことができた。
（3）要件Ⅲ：「読み調べる」「読み深める」「読み広げる」活動を繰り返し設定する。
　読み手がその「伝記」を読んでみたくなるような情報を考えるためには，何度も
「伝記」を読み返し，自分の考えたその「伝記」のおもしろさや魅力を伝え合って
他者がどのように感じるのかを探りながら，「本の帯」を作成していく必要がある。
学習過程に「読み調べる」「読み深める」「読み広げる」活動を設定したことは，自
己の考えを形成したり表したり，思いを基に構想，創造したりすることに向かう「深
い学び」につながった。
７．まとめ
　今回は，おすすめの伝記を「本の帯」にして推薦する学習を通して，「主体的な
学び」「対話的な学び」「深い学び」といったアクティブ・ラーニングの視点をふま
えた読書指導を展開した。「伝記」を読むことにより，様々な人物の生き方や考え
方と，これまでの自分の経験や考え方とをかかわらせて見つめ直し，自分自身の生
き方について考える契機になり，幅広い読書へつながった。
　今後の課題としては，学習者の発達段階に応じた読書指導の重点化を図ることで
ある。系統的な読書指導計画を立て，「主体的な学び・対話的な学び・深い学びを
行う読み手」を育てていきたい。
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